
 

 

 

 

 

 

医療法人敬和会 会長 岡 宗由 

 

「国宝とは何ものぞ、宝とは道心なり。道心ある人を名づけて 国宝となす。 

                     一隅を照らす 此れ 則ち 国宝なり」 

 

「真の国の宝とは、物質的価値のあるものを言うのではない。国家社会の平和と人類の幸福となることを願い、これを言い、こ

れを行う道心のある人のことをいうのである。社会の一隅にあって、世のため、人のために、利己的な心を忘れて尽くすことが

慈悲の極みである」と説かれている。 

私たちは、この大分県の大分東部病院という一隅にあって、人々のために、医療という仕事を通じ、人々から愛され、感謝され

るよう全職員が心を合わせ、吾が身の一燈を灯し続けて行かなければならないのではないかと思っています。 

今、医療界は大きな改革に迫られています。これに対し、如何に適応して行くかについて新しい医療のありかたが求められてい

ます。現代医療は正しい科学的な情報にもとづいて行なわれることが要求されています。科学という論理的な情報は、構造的、

機械的な世界では大きな力を発揮していますが、医療は、機械的な修理だけではなく、人体には、構造的機械的な一面とともに、

精神・心・“魂”など現代医学とは別の高次元の要素が共存しています。いかにこのような複雑な問題に正しく対応していくのか

が我々医療人に求められている緊急の課題ではないかと思われます。 

人間は、科学的情報のみで生きているわけではありません。生命は太古より、科学的情報の外に、膨大な感性的な自然情報によ

り生存しつづけています。人間の真の生きざまは、科学的情報と感性的情報の両面にあると思われます。医療を行う場合、人間

には科学的情報と共に感性的な情報が共存していることの重要性を決して忘れてはならないと思います。 

医学教育や臨床の場において、科学的な情報のみが重視され、感性的情報が軽視されている現状をみるとき、今、我々が着手し

なければならない新しい医療のあり方が明らかとなってくるように思われます。  
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経営理念 
一人一人に宿る、かけがえのない尊い「生命」に思いを致し、その尊厳性に対して合掌し、 人生という大きな輪の中で、また、

地域社会の中で、大きく合い和し、共に生きることを 根本理念とする。 

1.人間性の尊重(Hospitality)  

2.規律と責任(Order)  

3.思いやりと信頼(Kindness)  

4.前進と創造(Advance)  

5.人生の灯(Luminous Lives) 

 

理事長挨拶  岡 敬二 
 敬和会の基本理念である敬和とは、一人一人に宿る生命の尊厳に思いを至し、心から尊敬し、地域社会の中で大きく和合し共

に生きることを目指すことです。 

この基本理念をもう少しわかりやすく言うと、医療人としての使命である生命の尊厳に対する「敬」と、組織を運営し、地域社

会に貢献する上での基本となる「和」であるともいえます。 

生命の尊厳に対する「敬」は、医療の根幹を成すものであり、また時代や価値観に左右されず、生命は無条件に尊いものです。

しかし、無条件にといっても、現実の医療の現場では、臓器移植や尊厳死の問題など、常に社会的・倫理的・法的な対応を迫ら

れます。その意味では、生命の尊厳は、いつの時代においても医療人に課せられた課題であり、私たちは常に生命に対して尊敬

の念をもってこの課題に取り組まなければなりません。そして、常に患者さん一人一人に尊敬の念で接し、話をよく聞き、その

気持ちに寄り添い、そして願いを叶える、そういったハイタッチの医療が提供できるように心がけなければなりません。 

一方、和とは、聖徳太子の１７条の憲法にうたわれる、和（やわらぐ）をもって貴しとなすという言葉にもあるように、日本独

自の精神文化のひとつといわれています。この和というのは、ただ皆が仲良くするということではありません。和というのは、

組織の中のお互いがそれぞれの務めをはたすと同時に、周囲の人たちとの間で心のつながりを作る、ということです。この２つ

は分かちがたく深く結びついています。このような和の組織風土の中では、皆の心が一つの方向へ、すなわち生命の尊厳に対す

る尊敬に向かって整ってくると考えます。 

また、地域社会の中で大きく和合しともに生きるということは、敬和会と地域住民、医療・介護施設、地域企業などが、それぞ

れの長所や強みを相互に認め、尊重しながら交流することで、異なった価値観や考えを取り入れつつ、密接に連携し、信頼関係

を醸成し、すべての人が安心して生活できる地域づくりに貢献することです。 

社会はめまぐるしく変化し、その変化に対応するために、変革が必要となりますが、しかし、この敬和の基本理念は、いつの代

にあっても決して変えてはならない、敬和会職員の心の灯火です。 

 

大分岡病院院長挨拶  葉玉 哲生 
今、医療の現場において医師と患者さんとのコミュニケーションの問題が重要視されています。かつてのように「私におまか

せください」、「よろしくお願いします」の関係ではなく、医師がしっかりといくつもの選択肢を説明し、そのなかから、患者さ

ん自身が治療方法を納得してお選びいただく時代になったのです。患者さんに「安心」と「信頼」の医療を提供するために、大

分岡病院は医療の「質」をさらに向上させる努力を続けていきたいと考えています。 

地域医療支援病院として、近郊の病院との緊密な連携や勉強会に取り組む。医師や看護師が診療行為だけでなく「健康セミナ

ー」など、病院外の文化的な行事に参加する。また、学会や講習会などに積極的に参加し、医療の最前線の技術を習得していく。

医療の「質」は、こんな学習環境において技術と知識を獲得する努力の積み重ねにより高まります。 

21世紀の医療の現場において、取り組むべき課題はたくさんありますが、私は病院長として2つの大きな目標を掲げています。

ひとつは、循環器、外傷、脳血管の診療分野を主軸とした急性期型病院としての体制づくりを行ない、救急患者の大切な命を守

ること。もうひとつは、現在、日本において年間30万人が亡くなっている“がん”に対する取り組みです。“がん”の手術は日

本全国の病院で行われており、技術は同等レベルにあると考えられていますが、化学療法や放射線治療などは、医療設備・治療

レベルにおいてかなりの地域差が指摘されています。厚生労働省は「第3次対がん10ヵ年総合戦略」として、全国どこでも質の

高いがん医療を受けることが可能となるよう“がん医療の均てん化”を重点施策としています。当院では、私が副理事長を務め

る「大分がん研究振興財団」と協力・連携しながら、がん治療にも力を注いでいきたいと考えています。 

今後も「患者さん本位の医療」をお届けするために、「岡病院だからできること」を真筆に考え、病院で働くすべてのスタッフ

にとって「誇りを持てる」職場環境を醸成していきます。 
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１）.経営状況（損益状況） 
医療法人 敬和会グループは、従来からの大分岡病院、大分豊寿苑、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ、創薬ｾﾝﾀｰの4事業に、平成18年4月か

ら、新しく大分東部病院（77床）が加わり、下記の通り増収となりました。     

 過去3年間の医業収益･医業利益･経常利益を見ますと、17期は創業以来初めての赤字を計上しておりますが、これはｻｲﾊﾞｰﾅｲﾌ

導入に伴い、通常償却に加えて特別償却を行った為です。     

 18期は大分東部病院の立ち上げ等があり、設備投資がかさみましたが、創薬ｾﾝﾀｰ、大分豊寿苑、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ等のｶﾊﾞｰがあ

りＶ字回復した形となりました。     

 現在大分岡病院は、地域医療支援病院を目指し紹介率向上や外来抑制に取り組んでおり、しばらくは医業収益は厳しい状況が

継続する見通しです。地域医療支援病院としての加算および7:1看護加算の早期取得に加えて病床稼働率の改善が重要となりま

す。     

 

2）事業所概要  

（1）沿革 
 

昭和29年 5月22日 岡医院開設（8床） 院長 岡 宗由（産科、婦人科、外科） 

昭和31年 2月13日 岡医院（19床）増床 

昭和38年 7月11日 大分岡病院（40床）開設・・・診療所から病院へ 

昭和39年 6月 2日 救急病院告示承認 

昭和39年 9月 9日 大分岡病院（61床）に増床 

昭和41年4月17日 大分岡病院（80床）に増床 

昭和43年4月1日  姫野研三副院長就任 

昭和45年12月25日 X線テレビ（日立DR-125VT）導入 

昭和56年4月7日 頭部CTｽｷｬﾅｰ（東芝TCT-30）導入 

昭和57年1月12日 大分岡病院内温泉掘削工事 

昭和58年3月22日 大分岡病院（110床）に増床 

昭和59年10月25日 大分岡病院（140床）に増床 

昭和61年4月1日  立花秀俊医師就任（小児科部長） 

昭和62年12月21日 大分岡病院（180床）に増床 

平成元年1月23日  医療法人 敬和会設立（代表者 理事長 岡宗由） 

平成2年11月1日  基準看護（基本）承認 

平成3年10月1日  基準看護特Ⅰ類承認 

平成4年8月1日 基準看護特Ⅱ類承認 

平成5年5月1日 基準看護特Ⅲ類承認 

平成6年10月1日  大分岡病院院長 姫野 研三就任 

平成7年6月9日 訪問看護ステーション開設 
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平成7年9月8日 老人保健施設大分豊寿苑開設 

平成8年10月1日  ヘリカルCT導入（東芝） 

平成9年5月1日  病児保育ｾﾝﾀｰひまわり開設（大分市委託幼児デイサービス） 

平成10年4月1日  新看護承認（2.5：1看護（A),10：1補助） 

平成10年11月1日 大分岡病院（211床）に増床 

平成10年11月30日 東芝デジタルアンギオシステム導入 

平成10年12月3日 MRI（ｼｰﾒﾝｽ旭ﾒﾃﾞｨｯｸ）導入 

平成11年1月1日  高気圧酸素治療装置導入 

平成11年2月12日 透析室の開設 

平成11年7月1日  大分岡病院（222床）に増床 

平成12年4月1日  介護保険始まる。居宅介護支援事業所開始 

平成12年4月1日  外来調剤を外部調剤薬局に委託 

大分岡病院二次救急病院としての指定 

平成12年10月2日 形成外科外来新設 

平成12年10月3日 誤投薬防止システム導入 

平成13年2月1日  地域連携室設置 

平成13年4月1日  診療情報管理管理加算を算定開始 

                    院内ＰＨＳシステム導入 

平成13年5月1日  脳神経外科標榜 

平成13年7月1日  ブッチャー方式ハウスキーピング導入 

平成13年10月1日 開放型病院認可（5床） 

平成14年1月1日  総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ認可 

                    ER救急センター開設 

平成14年2月1日  シーメンスRI装置導入 

平成14年3月12日 大分岡病院一般病床222床から231床に変更 

平成14年6月1日  新看護承認（2：1看護） 

平成14年9月30日 日本医療機能評価機構病院認定 Ver3.1 

平成15年1月1日  大分岡病院院長 岡 敬二就任 副院長 立川洋一、総院長 姫野 研三就任 

平成15年3月1日  副院長 岡 治道就任 

平成15年5月24日 コールセンター開設 

平成15年6月25日 大分ｻｲﾊﾞｰﾅｲﾌがん治療センター棟の完成 

平成15年7月1日  創薬センター開設 

平成15年7月16日 地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援体制整備推進事業協力の承諾 

平成15年9月1日  ICU（6床）設置 

平成15年10月1日 薬局クリーンベンチ運用開始 

平成15年10月1日 電子レセプト開始 

平成15年10月30日 大分岡病院、管理型臨床研修病院に指定 

平成16年1月1日  日本救急医学会認定医指定施設 

平成16年2月1日  創傷ｹｱｾﾝﾀｰ開設 

平成16年4月1日  電子ｶﾙﾃ導入 

                   マルチスライスCT16列（ｼｰﾒﾝｽ）導入 

平成16年6月1日  リンパ浮腫治室開設 

平成16年7月1日  ＤＰＣ調査協力開始 

平成16年7月7日  休診日の変更（木曜日午後休診→土曜日午後休診） 

平成16年11月1日 NST稼動施設認定 

平成16年11月10日 放射線治療（ｻｲﾊﾞｰﾅｲﾌⅡ）の使用開始 

平成17年2月16日 ﾏｷｼﾛ・ﾌｪｲｼｬﾙﾕﾆｯﾄ開設 

平成17年12月1日 マルチスライスCT16列よりマルチスライスCT64列（ｼｰﾒﾝｽ）に更新 

平成18年1月12日 第1回 大分岡病院学会 

平成18年4月1日  大分東部病院開設（77床）院長 下田 勝弘 

 診療科（内科、消化器科、循環器科、外科、肛門科、産婦人科、放射線科） 

平成18年4月1日  DPC対象病院 

平成18年8月1日  病理解剖室設置 
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平成18年10月5日 地域医療支援病院の名称使用許可 

平成18年12月1日 ヘリカルＣＴ（東芝）よりマルチスライスＣＴ16列（ｼｰﾒﾝｽ）に更新  

平成19年1月1日  大分岡病院全館禁煙ｽﾀｰﾄ 

平成19年4月1日  医療法人敬和会 理事長 岡敬二就任 大分岡病院院長 葉玉哲生就任 

                   大分岡病院毎週土曜日休診 

平成19年4月16日 敬和会託児所「敬和会ふたば保育園」開設 

平成19年5月1日  看護体制7：1運用開始 

平成19年5月20日 第2回 敬和会合同学会 

平成19年6月1日  MRI1.0Tより1.5Ｔに更新（シーメンス） 

平成19年7月1日  大分岡病院敷地内禁煙、これに伴い「禁煙外来保険適用」 

 

（2）承認及び届出関係 
病床 総数 ２３１床  

A.基本診療関連 

一般病棟入院基本料7：1、地域医療支援病院、開放型病床（5床）、 

重症者等療養環境特別加算 臨床研修病院入院診療加算（管理型）、 

入院時医学管理加算、救急医療管理加算 医療安全対策加算、 

乳幼児救急医療管理加算、電子化加算、 

療養環境加算 特定集中治療管理料、褥瘡患者管理加算   

B.手術関連  

経皮的冠動脈形成術、経皮的冠動脈ステント留置術、 

経皮的冠動脈血栓除去術 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）、 

ペースメーカー移植術、観血的関節受動術 内視鏡下椎弓切除術、 

麻酔管理料   

C.放射線科 特殊ＣＴ及び特殊ＭＲＩ撮影、画像診断管理加算     

D.薬剤科 薬剤管理指導料、無菌製剤処理加算  

E.リハビリテーション科  

脳血管疾患リハビリテーション（Ⅰ）  

運動器リハビリテーション（Ⅰ） 

呼吸器リハビリテーション（Ⅰ） 

心大血管疾患リハビリ（Ⅰ）   

F.栄養課 入院食事療養（Ⅰ）  栄養管理実施加算   

G.診療情報部 診療情報管理加算  

H.歯科  

歯科疾患総合指導料1  

歯科治療総合医療管理料  

補綴物維持管理料   

 

（3）資源表 
A.放射線科 

○CT(医用X線CT装置)2台 ○マンモグラフィー(乳房用診断装置)  

○MRI(磁気共鳴画像診断装置) ○骨密度測定装置  

○ＲＩ(診断用核医学装置) ○ポータブルX線撮影装置(3台)  

○血管造影システム ○DR装置  

○X線一般撮影装置(2台) ○超音波画像診断装置  

B.検査科 生理検査 

○心エコー診断装置 ○心電図  

○ホルター心電図 ○負荷心電図（ﾄﾚｯﾄﾞﾐﾙ､ｴﾙｺﾞﾒｰ)  

○脳波 ○肺機能自動測定装置  

○眼底カメラ ○眼圧計  

○APG(下肢静脈瘤) ○ABI(動脈硬化)  
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○睡眠時無呼吸検査装置(SAS) ○誘発電位検査(ABR,LEP,LCC)      

C.生化学検査 

○生化学自動分析装置 ○多項目自動血計測装置  

○血液ガス分析装置 ○尿自動処理装置  

○蛋白質分画装置(血清検査) ○免疫血清自動分析装置(細菌検査)  

○細菌自動分析装置(血液検査) ○凝固計      

D.内視鏡 

○胃カメラ(5台) ○気管支鏡(2台)  

○大腸カメラ(4台) ○十二指腸ファイバー(1台)      

E.ME部  

○人工透析装置(25台) ○人工呼吸器(5台)  

○高気圧酸素治療器(2台)      

OP室  

○内視鏡手術一式(1セット) ○Cアームイメージング装置(2台)  

○関節鏡手術一式(1セット) ○麻酔器(3台)  

○メトリックス手術一式(1セット) ○蒸気滅菌装置(2台)  

○アイオン(メトリックスナビゲーションシステム)(1セット) ○エチレンオキサイトガス(1台)  

○超音波メス(1台) ○結石破砕装置(EHL)(1台)  

○ハーモニック(1台) ○モニター(3台)  

○電気メス(3台) ○自動記録装置(2台)  

○シェーバー(1台) ○超音波洗浄器(1台）  

○ベーパー(1台)  

 

（4）設置基準 
教育研修指定関係 

救急科専門医指定施設  

放射線科専門医修練機関  

日本皮膚科専門医研修施設  

日本形成外科学会教育関連施設  

日本外科学会外科専門医制度修練施設  

日本消化器内視鏡学会認定指導施設  

日本消化器外科学会修練関連施設  

日本大腸肛門病学会関連施設  

日本整形外科学会専門医研修施設  

日本静脈経腸栄養学会・ＮＳＴ（栄養サポートチーム）可動施設  

日本口腔外科学会専門医制度指定研修機関 
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（5）組織図 

 

（6）事業計画 
平成19年度大分岡病院事業計画 

目標：さらに医療の質を高め、信頼される医療を目指す 

１．日本医療機能評価機構認定の更新：19年8月受審 

２．地域医療支援病院として求められる機能の充実 

     医療連携：連携協議会の定期開催 

     救急体制の充実 

     手術室の改装 

３．DPCに基づく支払い制度への対応： 

疾病別の管理 

コスト削減、 

診療にフォーカスした経営会議を行なう 

より質の高い医療を実践するための人材育成 

４．7対1看護体制への移行（さらに5対1看護へ） 

５．看護教育の充実：新人および中途採用者への教育体制整備・認定看護士養成の促進 

６．スタッフ医師の獲得：診療科の充実を図る 

７．職能要件と能力給制度の早期整備 

８．職員の資格取得に対するインセンティブ診療サービスの充実 

９．診療サービスラインの充実と新規開拓：    

     心血管センター開心術症例初年度100例目標を達成するための院内整備 

     矯正歯科開設     

１０．MRI・CT装置の更新 

１１．週休２日制へ向けて：土曜日外来休診 

１２．.次世代育成支援：保育所の設置 
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（7）年間行事 
2006年4月 

・（医）敬和会大分東部病院ｵｰﾌﾟﾝ（4/1） 

・DPCｽﾀｰﾄ（4/1） 

・新入職員の入職式（4/1）、新人職員合同研修（～4/7まで） 

・市民公開講座（ﾏｷｼﾛﾌｪｲｼｬﾙﾕﾆｯﾄ）音の泉ﾎｰﾙ（4/23） 

2006年5月 

・大分県作業活動研究会ﾘﾊﾋﾞﾘ（5/10） 

・春季防災訓練（5/25） 

2006年6月 

・第3回ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝｿｰｼｱﾑ（5/17） 

・第6回大分圏域地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ広域支援ｾﾝﾀｰ研修会（6/25） 

2006年7月 

・七夕会（7/5） 

・感染管理全体研修会「感染管理の基礎」（7/6） 

・医療安全全体研修会「診療記録のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」（7/13） 

・大分東救急医療ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ「精神科救急ｵｰﾌﾟﾝｾﾐﾅｰ」（7/14） 

・心臓血管外科手術院内で開始 

2006年8月 

・敬和会合同供養祭（8/18） 

・鶴崎踊り（8/19） 

・地域医療支援病院の申請 

2006年9月 

・大分PAD（抹消動脈疾患）懇話会（9/14） 

・H19年度職員採用試験（看護師）（9/16） 

・人事考課制度に向けた「課業一覧」「職能要件書」の作成 

2006年10月 

・地域医療支援病院の名称使用許可（10/5） 

・看護部新人研修（10/12） 

・秋季防災訓練（10/26） 

2006年11月 

・敬和会健康フェスタ（11/12） 

・医療安全全体研修会（11/16） 

・全職員対象接遇研修（11/18） 

・第24回大分県病院学会（11/19） 

・第5回日本医療ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学会九州・山口連合会（11/24,25） 

2006年12月 

・院内研究発表会（12/6,13,14） 

・敬和会大忘年会ｵｱｼｽﾀﾜｰ（12/12） 

・病理解剖室設置後初めての利用 

2007年1月 

・全館禁煙ｽﾀｰﾄ（1/1） 

・医療監視大分保健所（1/19） 

・地域医療支援病院運営委員会（1/26） 

・4月から土曜休診に向け隔週の土曜日休診開始 

2007年2月 

・院内保育園の改装工事開始（4月ｵｰﾌﾟﾝに向けて） 

・新入職員向け説明会（2/3） 

・第1回地域医療ｾﾐﾅｰ（2/10） 

2007年3月 

・新入職員ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（3/12～23） 

・広報塾開催（3/3） 
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3）統 計  
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（2）退院患者統計 
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